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	 専門家の方針の下でのイノベーションと最小限のリスクで確実な実験的な取り組み：IBM Garageの手法は、ユーザーエクスペリエンス、実装、文化的変革をシームレスに統合する実績のあるアジャイルな実践手法であり、これによって、ソリューションがアイデアからエンタープライズ規模で採用されるまでが遂行される。IBM Garageは、社員を変革の原動力にする触媒であり、非常に優れたコラボレーションと継続的な成功のためのモデルである。
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	セキュリティ

	 データ：データ保護とデータアクセス制御
	 アイデンティティとアクセス：特権ユーザーの管理、アイデンティティガバナンスと管理、アクセス管理、IDaaSおよびメインフレームセキュリティ
	 高度な不正行為：不正防止と犯罪検知
	 ネットワーク：ファイアウォールと侵入防止、ネットワークフォレンジックと脅威管理、ネットワークの可視化とセグメンテーション
	 脅威インテリジェンス：脅威の共有とIoC
	 エンドポイント：エンドポイントの検出と対応、エンドポイントのパッチ適用と管理、マルウェア保護
	 モバイル：トランザクション保護、デバイス管理、コンテンツセキュリティ
	 アプリケーション：アプリケーションスキャンとアプリケーションセキュリティ管理
	IBM Cloud
	IBM Cloud Paks

	 IBM Cloud Pak for Dataは、データの収集、系統化、分析の一体化と簡素化を支援するソリューションである。企業は、統合されたクラウドネイティブアーキテクチャを介して、データをインサイトに変換できる。IBM Cloud Pak for Dataは、IBM、オープンソース、および第三者によるマイクロサービスアドオンの統合カタログを介して、独自のクライアントデータやAIランドスケープに拡張可能であり、容易にカスタマイズできる。
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	 IBM Cloud Pak for Business Automationは、インテリジェントなオートメーションを適用してコアとなる業務オペレーションを変革することで、ビジネスパフォーマンスのさらなる向上を支援するソリューションである。どのハイブリッドクラウドにも対応でき、機能がモジュラー化されている統合ソフトウェアは、最も厳しいオペレーション上の課題をすばやく解決する。これには、コンテンツ、キャプチャ、意思決定、ワークフロー、およびRPAなどAIを活用し、市場で最も幅広い自動化機能のセットが...
	 IBM Cloud Pak for Business Automationは、インテリジェントなオートメーションを適用してコアとなる業務オペレーションを変革することで、ビジネスパフォーマンスのさらなる向上を支援するソリューションである。どのハイブリッドクラウドにも対応でき、機能がモジュラー化されている統合ソフトウェアは、最も厳しいオペレーション上の課題をすばやく解決する。これには、コンテンツ、キャプチャ、意思決定、ワークフロー、およびRPAなどAIを活用し、市場で最も幅広い自動化機能のセットが...
	 IBM Cloud Pak for Watson AIOpsは、IT運用のツールチェーンに渡り高度で説明可能なAIを導入して、ミッションクリティカルなワークロード全体にわたるインシデントを確実に評価、診断、および解決するAIOpsソリューションである。これは、IT運用への独自のアプリケーション中心のアプローチであり、労働集約的なITプロセスを自動化し、影響の大きいイベントを先を見越して軽減できる。IBM Cloud Pak for Watson AIOpsを使うと、AIをIT運用ミッションの中...
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